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21/22年度 23/24年度

実績 当初予算 修正予算

歳入 379,380.1 394,490.9 418,723.2 450,309.7

経常収入 216,990.5 220,442.2 234,841.3 263,228.1

資本収入 162,389.6 174,048.7 183,881.9 187,081.6

歳出 379,380.1 394,490.9 418,723.2 450,309.7

経常支出 320,092.6 319,466.3 345,895.9 350,213.6

資本支出 59,287.4 75,024.6 72,827.4 100,096.1

財政赤字 158,452.1 166,119.6 175,531.9 178,681.6

財政赤字（対GDP比） 6.7% 6.4% 6.4% 5.9%

22/23年度

＜当資料に関してご留意いただきたい事項＞○当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、情報提供を⽬的として作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰
資料ではありません。また、特定の⾦融商品の勧誘・販売等を⽬的とした販売⽤資料ではありません。○当資料は、信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしも
その正確性、完全性を保証するものではありません。○当資料の内容は作成⽇時点のものであり、当社の⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、将来予告
なく変更されることがあります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。○当資料で使⽤しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する⽬的で作成し
たものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を⽰したものであり、将来の運⽤成果を保証するものではありません。○当資料では、個別企業や業種・テーマに⾔及することが
ありますが、当該企業の株式や業種・テーマについて組入の保証や売買の推奨をするものではありません。○当社による事前の書⾯による同意無く、本資料の全部またはその⼀部を複
製・転⽤並びに配布することはご遠慮ください。

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局長（⾦商） 第379号／加入協会 ⼀般社団法人投資信託協会、⼀般社団法人⽇本投資顧問業協会

インド：2023/24年度の国家予算案を発表

英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

インド財務省は、2月1⽇に2023/24年度の国家予算案を発表しました。内容は歳出総額が前年度当初予算比で14%
増の約45兆ルピー（約71兆円*）となりました。本予算案の概要についてご説明します。
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 2023/24年度の国家予算案は国内製造業とインフラ整備を促進する内容
 財政赤字の縮小とインフラ関連（設備投資）の
促進のバランスを重視し、大衆迎合的なバラマキ
政策は回避する形となりました。

 総じて成長を重視し、中間所得者層への税制優
遇や国内製造業とインフラ整備を促進する内容で
す。インフラ整備が中心の資本支出への配分は前
年度当初予算比33％増の約10兆ルピーとなり、
近年で最も大きく、インフラ関連部門には追い風と
⾔えます。

 セクター別では、住宅、インフラ、ホテル、自動車な
ど、特に経済と密接に関連する多くのセクターが恩
恵を受けると考えられます。
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【インド国家予算案の概要（単位：億ルピー）】

出所：インド財務省のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

【2023/24年度の国家予算案の項目別ポイント】

項目 主な施策

財政収支
• 2022/23年度の財政赤字（対GDP比）は当初予算の6.4%を維持
• 2023/24年度の財政赤字見通しは5.9%とし、2025/26年度に4.5%まで削減させる方針を維持
• 政府借入⾦は市場での債券発行11.8兆ルピー（2022/23年度、11.1兆ルピー）および少額貯蓄制度4.7兆ルピー
（同、4.4兆ルピー）で対応する予定

インフラ関連
（設備投資）

• 2022/23年度の7.5兆ルピーから、2023/24年度は33%増の10兆ルピーへ拡大
• 過去最高額の鉄道への資本支出、二級・三級都市での公共インフラ整備に向け、年間1,000億ルピーの基⾦を設立

デジタル関連 • 様々な政府機関や規制当局が管理する個人IDのワンストップソリューションの確立
• AI（人口知能）関連や5Gアプリケーションのための研究所を設立

ビジネス障壁の
緩和

• 法務手続きの削減、信用保証制度の刷新、商業上の紛争解決の新スキーム導入
• 会社法上の申請書を提出する企業への対応迅速化のため、中央処理センターの設立、など

グリーン投資関連
• エネルギー転換と2070年までのネット・ゼロ⽬標達成に向けて3,500億ルピーを投資
• 低炭素燃料への移行を促進し、化石燃料の輸入依存度を減らすために1,970億ルピーを支出
• 再生可能エネルギーの送電と系統統合のための州間送電システムに2,070億ルピーを投資、など

その他
• 【自動車】 EV普及のための支出を2022/23年度の291.8億ルピーから2023/24年度は517.2億ルピーへ大幅増加、
商⽤車の需要拡大に向けた設備投資支出の増加、など

• 【税制】 個人所得税還付の所得上限引き上げ、給与所得者及び年⾦受給者の標準控除の適⽤範囲拡大、高所得者
の所得に対する最高課徴⾦の引き下げ、など

出所：インド政府、ICICIAMのデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

*2月1⽇の為替レート：1ルピー=1.5845円で換算。
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